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1.目的 
近年,動画教材を使用したことのある学校が半

数以上である[1].また動画教材を使用したことが

ある人の中での動画教材の満足度は 86.4％にも

上る[2] (図 1). 

 
図 1 動画を利用した学習の満足度 

 

同じ調査で字幕やテスト機能,重要ポイントの

表示などを搭載した“教育アクション付き”動

画教材と映像と音声のみの動画教材をくらべる

調査がされていた[1].調査の内容は対象者を 2 つ

のグループに分け,同じ講義映像を元とした教育

アクション付き動画教材と映像と音声のみの動

画教材をそれぞれ視聴した後,3 つの小テストを

実施して,その正答率で理解度を調べるというも

のであった.調査の結果,教育アクション付きの

動画教材の方が映像と音声のみの動画教材と比

べて,視聴した後に行った小テストの平均正答率

が 11.1％も良くなっていた[1]. 

動画教材は利用した学習の満足度が高い[2].ま

た教育アクション付きの動画教材は理解度も向

上することが分かった.しかし,すべての動画教

材に教育アクションがついているわけではない.

動画教材を視聴する際,単に見るだけなってしま

っていることが多く重要なキーワードの同士の 

 

 

 

 

 

つながりなどの動画教材の論理構造を捉えづら

いという問題がある. 

 そこで本研究では論理構造を推敲するために

使われるアウトラインプロセッサを用いてアウ

トラインプロセッサを使用して要約してもらう

ことで見ているだけを防いで要約の質を向上さ

せることを提案した. 

 

2.方法 

2.1 実験参加者 
実験の対象者は東京工科大学の 3年生 20 名を

Aグループに 10 名と Bグループに 10 名の２つに

分けて実験を行った. 

 

2.2 手続き 
グループ Aには動画教材を視聴しているとき

に取るメモもアウトラインプロセッサで取るよ

うにしてもらい,PREP 法で要約を行ってもらった.

グループ Bには動画教材を視聴しているときの

メモの取りかの指定はせずに PREP 法で要約を行

ってもらった.また本実験ではすべての作業を画

面キャプチャーで録画した(図 2). 

 

 
図 2 実験方法 

 

本実験で視聴してもらった動画教材は NHK で

放送されていたテストの花道「ＡＯ入試対策～

自分を伝えるチカラ～」（2010 年 9 月 6 日）で

ある.  
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本実験では動画教材を視聴しているときのタ

イピングでメモしている時間の割合と要約の質

を計るキーワード同士のつながり数値ができる

じ Jaccard 係数の 2つに着目した. 

1 つ目の動画教材を視聴しているときのタイピ

ングでメモしている時間の割合はアウトライン

プロセッサを使ったグループとアウトラインプ

ロセッサを使わず,メモ帳や Word などで自由に

メモを取ってもらったグループの動画教材を視

聴し始めてから要約文に起こすまでにタイピン

グしていた時間を二つのグループで比較した. 

2 つ目の Jaccard 係数は重要なキーワードとそ

の重要なキーワードを説明するキーワードの

Jaccard 係数を調べた.本実験では動画教材の大

学受験に関する内容なのでキーワードを「大

学」について Jaccard 係数を調べグループで比

べた. 

 

3 結果 
アウトラインプロセッサでメモをとっているグ

ループの方が Word やメモ帳でメモをとっている

グループと比べるとアウトラインプロセッサを

使ってメモを取っている割合が 17％も上がって

いることが分かった(図 3). 

 

 
図 3 タイピングをしていた割合 

 

また「大学」という重要キーワードを説明する

キーワードとのつながりをしらべたところ,全体

的に Jaccard 係数がアウトラインプロセッサを

使ったグループの方が Jaccard 係数の関係性が

上がっている(図 4). 

 

 
図 4 大学の Jaccard 係数の比較 

 

4.考察 
動画教材を視聴している時に論理構造の全体

を意識しながらメモを取ることができているの

でメモしている時間が増えたと考えられる.また

動画教材を見ているだけだと論理構造を捉えら

れない状況で要約を行っていたが,要約にアウト

ラインプロセッサを使用することで重要なキー

ワードとそれを説明するキーワードの共起尺度

が上がっていた.動画教材を要約するときに重要

キーワード同士のつながりを意識することがで

きているため,論理構造がある要約になる可能性

が示唆された. 

動画教材を視聴している時のメモしている割

合が増えたり、重要なキーワードとそれを説明

するキーワードの共起尺度が高まったりした.今

後の課題として要約の質を計るときに共起尺度

や文字数、キーワードの出現率などの指標で見

ているが、要約の質を定量的に計る指標が他に

も見つける必要がある. 
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